





































































































































































よる録音を行い、WAVE形式の音声データをMemory Stick PRO―HG Duo８GB
のメディア２枚と SDHC８GBのメディア１枚に収めた。これらのシステムに
より、アナログ効果音を生み出す南の一連の技能をデジタル形式の動画と音声
として収録することができた。
また、動画と音声の収録と同時にデジタルスチルカメラでの撮影も行った。
写真１ 南が演ずる効果音の収録風景
―５０―
演じる動作や道具だけでなく、特に、道具の持ち方などの細かい部分を切り取
るように注意を払った。
これらデータのまとめ方・提供の仕方については検討中であるが、多くの方
に利用しやすい方法を検討していく予定である。
４．アナログ効果音デジタルアーカイブの活用と可能性
研谷（２００７）は作成したデジタルアーカイブのメタデータ記述を補うため、
集合知を利用するという試みを行っている。そして、より信頼性の高いメタデー
タの記述が可能になるとした。また最近では、デジタルアーカイブを教育に生
写真２ 南作成の「波ざる」（材質は竹ではなくアルミパイプと金網）
―５１―
かす試みも始まっている（荒木・加藤，２００９）。今回、筆者らは教育的利用も
含め、集合知を利用し、作成された効果音デジタルアーカイブの新たな利用法
を模索したいと考えている。
また、デジタルアーカイブからアナログ創作物が可能かという検証も試みた
い。最終的に人が直接利用できる情報はアナログ情報であり、アナログ媒体と
して提供される。この検証の１例として「波ざる」復元を行いたいと考えてい
る。「波ざる」とは細長い竹ざるの中に小石や小豆などを入れて振り、波の音
を作る道具であるが、振り方だけでなく材質によっても音が変わる（写真２）。
ベテラン音響効果技師が納得のいく道具が作成できるか、デジタルアーカイブ
化の過程とできたデジタルアーカイブからのフィードバックを使って検証して
みたい。さらに、復元過程もデジタルアーカイブ化し、デジタルアーカイブの
ブラッシュアップにつなげていく予定である。
５．おわりに
国は知的財産戦略本部を設置し、知的財産の創造、保護及び活用に関する施
策を推進している（知的財産戦略本部，２００９）。このように、知的財産立国を
目指す日本だからこそ、今までに培ってきた技術をデジタルアーカイブ化し保
存・継承するとともに、新たな創造活動の基礎となるよう努力すべきである。
そして、知的創造サイクル（内閣官房知的財産戦略推進事務局，２００６）が円滑
かつ有効に回転するためのデータを、誰でも利用できるような形で提供しなけ
ればならない。
これまで、マスメディアが多額の制作費を投じなければ実現しなかった高品
質な映像と音声のコンテンツ制作は、パーソナルコンピュータやデジタルカメ
ラ、デジタルビデオカメラやリニア PCMレコーダーといったデジタル・ソリ
ューションのシステムの発展と拡充により、個人レベルでも可能となった。高
機能化・高性能化だけではなく、低価格化してきたこともある。また、インター
ネットにおいての共有環境も整ってきているので、何らかの形で世に送り出す
ことも可能となった。以上の背景を踏まえ、今後、筆者らはデジタルアーカイ
ブとしての保存形式と共有方法についての研究を続けていくものである。
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